


















 Street":  
　　



















似てい」 て、 「兄の辰巳竜一は肌の色がどす黒く、 弟の竜二は感情が激すると顔だけでなく首や胸まで朱に染まるので」 （
46） 、





















































































































79） 。牛の肝臓を血抜きして、 「大蒜ごと生で食べる」 （
79）のであ
って、普通人の食の域を越えている。　



























竜一は薄気味悪くなり、 「もう二度とこの女のもとに 来ないでおこう」 （
92）と思い、帰り支度を始める。そんな竜一
に、彼女は自分の母のことを語り始める。　
彼女の母は、亭主の留守に 何人も 男を引 張り込んでた」 （
93）淫乱な女である。明美は母の不倫を金のためだと














しかし、本質的に、母は「おもちゃ」になり得ない だから、彼女 自分の言葉に背反するものを、即ち、不可能ではないに ても 自分の提案に矛盾を感じたため 寂しく笑うのであろう。 （そしてそこ は、自分たちの関係が金の上に成り立つもの、売春だと 自覚もあろう。 ）　
対して竜一は、 「淫乱の 母はんか……」と呟く。彼はどこかで「母」を求めていたろうし、仮に母が淫乱だとしたら、



























二度と来ないという点から考えると、淫蕩になった明美との性交 よる快感や、彼女が「母」と化 た愛情よりも、その後に来た空虚感や罪悪感が強く、彼は耐えられなか のだろう。　
それは、帰宅後の回想―「明美に背中の刺青を撫でられたとき、竜一は自分という人間を見たのである。自分は、あの


















女の本気度は分からないにしても、刺青を取ることは恋愛・結婚への条件となり、彼は光子との恋に落ちる。彼の本気さは自分 性欲を押さえ、光子と 関係を肉体レベルでも進展させなかったことからも分か それは、女性への強い願望（愛されたいとの願望や結婚願望）と、四章での明美との体験による学習（淫蕩では満たされない空虚感）を経ての成長によると言っていいのかもしれない。　
第四章は、淫蕩にして他者から理解されない孤独な男と、そんな彼を愛する女の物語 ある。しかし、女の愛情は感じ
られても、女を買春する男の空虚感が強すぎて、二人は別れるのである。
（注）
（１
　
本文の引用は、 『宮本輝全集』
13（新潮社
　
１９９
３・
4）による。 （
　
）内の数字は、全集のページ数である。
（２
　
引用は、新潮文庫『夢見通りの人々』 （
１９８
９・
4）による。
（３
　
吝嗇と言っても、三章に登場した村田時計店の英介と比べると、異常というほどの吝嗇ではない。竜一の父親は、肉の値段が「安かったら、売れるのは当たり前や」と言いながらも、 「息子たちが店を継いでから、確かに純益が増えたのを認め」 （
80） 、相応の給
料を息子たちに渡している。
 
　
また、後日のことであるが、光子と竜一が夜遅くスナックで会っているとき、スナックの外で、竜一たちを心配してたたずむ普
通の父親である。
